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特集  甘酸っぱい夏イチゴ
　　  第５回通常総代会



　
夏
イ
チ
ゴ
の
「
す
ず
あ
か
ね
」
を

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
４
棟
（
４
０
０

坪
）
で
栽
培
す
る
鹿
角
市
八
幡
平
の

神
田
脩
丞
さ
ん
（
37
）。
両
親
、
妻

の
美
樹
さ
ん
（
36
）
と
一
緒
に
「
か

ん
だ
農
園
」
を
営
み
、
愛
情
込
め
て

育
て
て
い
ま
す
。

　
収
量
を
維
持
す
る
た
め
、
毎
年
２

棟
ず
つ
植
え
替
え
し
ま
す
。
２
月
に

新
し
い
苗
を
鉢
に
入
れ
、
３
月
か
ら

４
月
に
定
植
し
、
６
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
収
穫
。
果
実
を
傷
つ
け
な
い

よ
う
収
穫
か
ら
選
果
ま
で
手
袋
を
着

用
し
て
作
業
を
し
ま
す
。
品
質
を
保

持
す
る
た
め
、
イ
チ
ゴ
を
５
度
に
冷

や
し
て
か
ら
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
脩
丞
さ
ん
は
自
然
に
近
い
環
境
で

育
て
ら
れ
る
土
耕
栽
培
に
加
え
、
高

設
ベ
ン
チ
を
使
い
、
ヤ
シ
の
実
の
殻

を
培
土
と
し
て
利
用
し
た
高
設
養
液

鹿
角
市
八
幡
平
　
神
田  

脩ゆ
う
す
け丞 

さ
ん

高
品
質
な
イ
チ
ゴ
作
り
を
追
求

高
品
質
な
イ
チ
ゴ
作
り
を
追
求

　
　
　
秋
田
の
も
の
は
秋
田
で

　
　
　
秋
田
の
も
の
は
秋
田
で

▲�高設養液栽培は天候や病害虫の影響を受けにく
いため、安定した収量の確保と、作業効率の向
上が可能です

▲�土耕栽培は、土壌改良により作物の生育を促す
ことができます。初期費用や維持費用が抑えら
れることも魅力です

▲�果皮が硬く日持ちが良いとされる
「すずあかね」

▲葉かき作業をする脩丞さん
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栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
「
ヤ
シ
ガ
ラ

は
保
水
力
と
通
気
性
に
優
れ
、
効
率

的
に
栄
養
を
行
き
渡
ら
す
こ
と
が
で

き
る
。
腰
を
曲
げ
す
に
作
業
で
き
、

体
へ
の
負
担
が
減
る
の
で
、
イ
チ
ゴ

農
家
に
と
っ
て
最
適
な
栽
培
方
法

だ
」
と
説
明
し
ま
す
。

　
水
管
理
に
力
を
入
れ
る
脩
丞
さ
ん

は
、
自
動
灌か
ん
す
い水
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
排
液
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
管
理
。
時
間
や
水
量
な
ど
正
確
な

灌
水
が
で
き
、
労
力
軽
減
を
図
り
ま

す
。

　
す
ず
あ
か
ね
は
、
酸
味
の
強
さ
が

特
徴
で
、
果
皮
が
硬
い
た
め
、
輸
送

に
適
し
て
い
る
品
種
で
す
。
み
ず
み

ず
し
く
芳ほ
う
じ
ゅ
ん醇な
香
り
が
強
く
、
お
菓

子
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
や
ス
ム
ー
ジ
ー
な

ど
に
最
適
。
美
樹
さ
ん
は
「
生
ク

リ
ー
ム
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
甘
い

も
の
と
相
性
抜
群
」
と
話
し
ま
す
。

夏
場
は
、
凍
ら
せ
た
イ
チ
ゴ
を
ミ
キ

サ
ー
に
か
け
、
牛
乳
と
混
ぜ
た
シ
ェ

イ
ク
が
お
勧
め
だ
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
、
出
荷
先
の
７
割
は
県
外

で
、
そ
の
ほ
か
同
市
花
輪
の
「
ケ
ー

キ
工
房
ア
ー
シ
ュ
」
や
地
元
の
ス
ー

パ
ー
、
道
の
駅
な
ど
に
卸
し
て
い
ま

す
。
大
き
い
サ
イ
ズ
は
生
食
用
に

し
、
小
さ
め
の
サ
イ
ズ
は
製
菓
用
に

仕
分
け
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
は
全
量
を
県
内
に
出
荷
す

る
こ
と
が
目
標
で
す
。
「『
秋
田
の

も
の
は
秋
田
で
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑

張
り
た
い
。
今
年
は
春
先
か
ら
寒
さ

が
続
き
、
定
植
は
遅
れ
て
い
る
が
生

育
は
順
調
だ
。
栽
培
管
理
を
徹
底

し
、
品
質
の
良
い
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

　表紙の撮影は、脩丞さんが師と
仰ぐ沢田賢市さんが経営する「農
事組合法人サワタ園芸」の園地で
行いました。
　イチゴが大好きな２人。ハウス
で作業する脩丞さんに、夕ご飯の
用意ができたことを伝えにきてく
れますが、帰り際にこっそりイチ
ゴをパクリと食べていくそうです。

神田　朔
さ く た

汰くん（4）

　　　奈
な お

緒さん（4）

<脩丞さん・美樹さんのお子さん>

左から父 脩丞さん、母 美樹さん、
奈緒さん、朔汰くん

表紙表紙のの紹介紹介

▲�同園のイチゴを使った「ケーキ工房アーシュ」の
スイーツ
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第
５
回
通
常
総
代
会
が
６
月

13
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
秋
田
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
総
数
２
０
５
人
の
う
ち
、

本
人
出
席
１
１
０
人
、
書
面
出

席
92
人
で
出
席
率
は
98
・
５
％

で
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
齋
藤
実
組

合
長
が
「
昨
年
の
水
稲
は
、
７

月
の
記
録
的
大
雨
の
被
害
で
、

収
穫
不
能
耕
地
が
発
生
し
た
ほ

か
、
未
だ
復
旧
で
き
な
い
耕
地

や
家
屋
が
あ
る
な
ど
、
災
害
の

大
き
さ
に
悩
ま
さ
れ
た
。
県
全

体
の
作
況
指
数
は
『
や
や
良
』

と
な
っ
た
が
、
被
害
を
受
け
た

地
域
に
お
い
て
は
、
大
き
な
減

収
と
な
っ
た
。
頻
発
す
る
気
象

災
害
が
想
定
さ
れ
る
中
、
農
業

者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役
割
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

無
保
険
者
を
出
さ
な
い
よ
う
推

進
に
ま
い
進
し
た
い
」
と
挨
拶
。

昨
年
度
の
被
害
状
況
や
今
年
度

の
事
業
推
進
体
制
を
報
告
し
た

上
で
、
「
農
業
者
の
営
農
継
続

の
一
助
と
な
る
こ
と
を
使
命
と

し
な
が
ら
、
農
業
保
険
制
度
の

加
入
促
進
に
取
り
組
む
。
ガ
バ

ナ
ン
ス
お
よ
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
態
勢
の
強
化
に
努
め
、
業

務
運
営
の
効
率
化
を
図
り
、
目

標
達
成
に
役
職
員
一
丸
と
な
り

推
進
に
努
め
て
い
く
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
議
長
に
は
羽
後
町
の
小
野
浩

二
総
代
が
選
任
さ
れ
、
令
和
６

年
度
事
業
実
績
報
告
や
令
和
７

年
度
事
業
計
画
な
ど
10
議
案
を

審
議
し
、
全
議
案
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

全10議案可決承認全10議案可決承認
第５回通常総代会第５回通常総代会

齋藤  実  組合長議長
小野  浩二  総代

議
案
第
１
号 

令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産

目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び
不
足
金

処
理
案
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

令
和
７
年
度
事
務
費
賦
課
額
、賦
課

方
法
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

役
員
、
顧
問
、
損
害
評
価
会
委
員

及
び
共
済
部
長
に
対
す
る
報
酬
に

つ
い
て

議
案
第
５
号 

特
別
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

借
入
金
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

余
裕
金
の
運
用
先
に
つ
い
て

議
案
第
８
号

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
９
号

実
施
体
制
の
改
善
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
10
号

附
帯
決
議
に
つ
い
て

提
出
議
案
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疑
応
答

主なＱ　
令
和
８
年
度
か
ら
３
支
所

体
制
に
な
る
よ
う
で
す
が
、
ど

の
よ
う
に
統
合
す
る
か
構
想
を

教
え
て
ほ
し
い
で
す
。

Ａ　
県
北
・
中
央
・
県
南
の
３

支
所
体
制
で
、
県
北
支
所
は
鷹

巣
地
区
に
設
置
し
、
中
央
支
所

は
本
所
を
、
県
南
支
所
は
現
仙

北
支
所
を
改
修
し
ま
す
。
出
張

所
は
３
カ
所
を
予
定
し
、
県
北

地
域
は
現
北
鹿
支
所
を
使
用
、

中
央
地
域
は
現
由
利
支
所
を
、

県
南
地
域
は
湯
沢
市
へ
間
借
り

し
ま
す
。
北
秋
田
山
本
支
所
、

中
央
支
所
、
横
手
市
支
所
、
雄

勝
支
所
は
使
用
せ
ず
、
有
効
な

利
用
を
促
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

渋川  昇榮  総代
（大仙市）

質
Q

事　業　名 引　受　数 共済金額（千円） 事　故　数 支払共済金（千円）

農 作 物
水 稲 40,608ha 35,097,647 6,656ha 759,627
麦 36ha 2,029 46ha 904

家 　 畜
死亡廃用 138,138頭 12,594,733 837頭 89,804
疾 病 傷 害 16,323頭 539,133 12,158件 127,122

果 　 樹

り ん ご 191ha 385,893 18ha 6,712
ぶ ど う 5ha 25,933 0.5ha 300
な し 29ha 131,123 0.2ha 507
お う と う 13ha 89,478 9ha 10,785

畑 作 物
大 豆 2,573ha 738,033 1,610ha 220,983
ホ ッ プ 16ha 67,427 3ha 1,118

園 芸 施 設 28,026棟 16,760,275 733棟 87,313
建 物 82,762棟 868,172,100 576棟 507,532
農 機 具 40,008台 131,756,220 1,145台 189,870
保 管 中 農 産 物 補 償 59口 59,000 0口 0

合　　　計 1,066,419,024 2,002,577

収入保険事業実績

令和６年度 事 業 報 告

令和５年
加入経営体

令和６年度支払実績  ※1 令和６年度加入実績  ※2 つなぎ融資実績  ※3

件数 支払計（千円） 個人 法人 計（経営体） 件数 融資額（千円）保険金 特約補填金
2,554 979 812,298 944,658 1,756,956 2,299 426 2,725 36 64,440

※1　令和５年加入経営体が対象。支払月を令和６年３月～令和７年３月で集計
※2　令和６年４月～令和７年３月で集計
※3　融資月を令和６年７月～令和７年３月で集計

農業共済事業実績
総共済金額 1兆664億円
支払共済金 20億258万円

Ａ
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収入

受取補助金
8億6,753万円

事業勘定受入
7億2,136万円受取利息

2億2,164万円

事務費賦課金
2億1,541万円

前期繰越業務残金
1億1,285万円

その他
4億3,605万円

支出

業務費
2億2,620万円

人件費
15億120万円

施設費
2億522万円

事務費
9,637万円

損害防止費
1,410万円
普及推進費
2,573万円

その他
5億602万円 

収入

受取補助金
8億6,753万円

事業勘定受入
7億2,136万円受取利息

2億2,164万円

事務費賦課金
2億1,541万円

前期繰越業務残金
1億1,285万円

その他
4億3,605万円

支出

業務費
2億2,620万円

人件費
15億120万円

施設費
2億522万円

事務費
9,637万円

損害防止費
1,410万円
普及推進費
2,573万円

その他
5億602万円 

令和７年度 事 業 計 画 と 予 算

総共済金額 1兆460億円

事業計画

予 算 額 25億7, 484万円業務収支予算

　多発する自然災害に加え、燃油や穀物、肥
料などの資材価格が高止まりするなど、農業
経営に大きな影響を及ぼしています。組合で
は、行政や関係機関と連携を密にし、農業者
の皆さまへ広くセーフティネットを提供でき
るよう、引受の目標は総共済金額１兆460億
円としました。事業面では、あらゆるリスク
に対応できる収入保険を引き続き提案しなが
ら、併せて農業共済の普及も行い、加入推進
に努めていきます。組合運営については、更
なる業務の効率化と経費節減に努めながら、
持続的で安定した運営を目指してまいりま
す。

事　業　名 引受数 共済金額（千円）

農作物
水 稲 39,358ha 34,531,000

麦 36ha 2,029

家　畜
死亡廃用 140,456頭 12,594,362

疾病傷害 15,826頭 523,060

果　樹

り ん ご 184ha 371,300

ぶ ど う 5ha 25,900

な し 25ha 119,300

おうとう 14ha 102,000

畑作物
大 豆 2,564ha 834,900

ホ ッ プ 16ha 67,000

園 　 芸 　 施 　 設 30,600棟 16,713,600

建 物 80,530棟 849,170,000

農 機 具 38,920台 130,890,000

保管中農産物補償 70口 70,000

合　　　　　計 1,046,014,451

収　入　保　険 2,770経営体

○受取補助金…国から交付される事業運営費
○事業勘定受入…�建物・農機具・保管中農産物補償共

済の事務費賦課金、損害防止事業の
ための特別積立金の取り崩し金

○受取利息…有価証券などの受取利息
○事務費賦課金…加入者からいただく賦課金

○人件費…役員報酬、職員給与、法定福利費など
○業務費…共済部長手当、会議に要する費用など
○施設費…�事務所管理のための光熱費、公用車燃料代など
○事務費…通信費、図書印刷費、口座振替手数料など
○普及推進費…広報紙の製作費、事業推進奨励金など
○損害防止費…無人航空機の購入補助など

収入の部 支出の部
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◆対象となる事故
①　�火災、落雷、物体の落下もしくは飛来、破裂、爆発、盗難による盗取もしくはき
損、鳥獣害、第三者行為による不可抗力のき損

②　衝突、接触、墜落、転覆、異物の巻き込み
③　風水害、雪害その他これらに類する自然災害
※対人・対物補償など損害賠償に関する補償はありません

◆共済金をお支払いできない損害があります
①　国土交通省の飛行承認を受けていない機体または操縦者による飛行中の損害
②　ローターまたはブレードに単独に生じた損害
③　バッテリー単独に生じた損害
④　機体の燃料不足、またはエンジンオイル不足によって生じた損害
⑤　機体および通信機器類のバッテリー不足によって生じた損害
⑥　操縦中に共済目的が行方不明になったことによって生じた損害
⑦　操縦中に共済目的が回収不能になったことによって生じた損害
⑧　夜間における目視外飛行または無灯火飛行によって生じた損害
⑨　�補助者を配置しない飛行によって生じた損害（ただし、空中散布においては対象物
から飛行高度が４㍍以下で、自動操縦により飛行範囲の制御および危険回避が適正
に作動する場合を除く）

⑩　�農業用ドローンの整備事業所で１年に１回の定期点検を受けていない機体が飛行中
に生じさせた損害

⑪　その他、農機具共済重要事項説明書に記載されているもの

　令和７年４月１日から農業用ドローンが加入できる
ようになりました。

　農機具共済にご加入の農機具の格納場所や型式変更、買い替えの際は、お近くの支所
までご連絡ください。連絡がなく、共済事故が発生した場合、共済金が支払われません
のでご注意ください。
　新しい農機具に買い替えた場合は、機体を入れ替えた日から14日以内にご連絡ください。

農機具の格納場所・型式変更・買い替えの際は速やかにご連絡を

　近年、農業用機械は高性能で大型化し、高価格になっていま
す。組合では、令和７年７月１日から共済金額の限度額を、
2,000万円から3,000万円へ引き上げました。詳細はお近くの
支所にお問い合わせください。

農機具共済の共済金額限度額が変わりました

農機具共済

7



◆
小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約

　

付
保
割
合
が
１
０
０
％
未
満
で

あ
っ
て
も
、
選
択
し
た
金
額
30
万

円
ま
た
は
、
50
万
円
ま
で
の
実
損

害
額
を
損
害
共
済
金
と
し
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

地
震
な
ど
の
事
故
は
除
き
ま
す
。

建
物
共
済

　
小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約
の
支
払
金

額
が
30
万
円
と
50
万
円
か
ら
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
突
発
的
な
災

害
に
備
え
る
た
め
、
臨
時
費
用
担
保
特

約
の
２
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
加
入
を
お

勧
め
し
ま
す
。

◆
臨
時
費
用
担
保
特
約

　

損
害
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
場

合
、
追
加
で
損
害
共
済
金
の
10
％
、

20
％
、
30
％
（
加
入
時
選
択
）
を

お
支
払
い
し
ま
す
（
限
度
額
２
５

０
万
円
）。
た
だ
し
、
地
震
な
ど

の
事
故
は
除
き
ま
す
。

◆小損害実損てん補特約付帯の追加掛金（１年間）

昨年と比べ、小損害実損てん補特約の掛金が安くなりました！
補償を上げても火災共済の追加掛金は安くなります！

特約付帯の要件：�建物１棟（１契約）ごとに共済金額の合計が1,000万円以上の場合、
特約を付帯できます

金額 総合共済 火災共済

50万円 4,210円 1,090円
30万円 2,520円 780円

昨年までの追加掛金
（支払金額30万円）
総合共済　2,980円
火災共済　1,260円

◆特約の有無による共済金の支払例
加入条件：建物再建築価額　3,000万円（住宅）
　　　　　建物火災共済　1,000万円
共済事故：落雷でアンテナ・ボイラー・エアコンが破損、損害額50万円の被害が発生

※�特約なしと小損害実損てん補特約＋臨時費用担保特約30％付きでは掛金の差額は年
間3,190円ですが、共済事故が発生した時の共済金の支払額は44万円以上も差額が
出ます。特約付きのセット加入がオススメです。

特約の有無 特約なし 小損害特約
30万円

小損害特約
50万円

小損害特約50万円＋
臨時費用特約30％

共済金額 1,000万円

共済掛金 10,800円 11,580円 11,890円 13,990円

特約なしとの差額 0円 ＋780円 ＋1,090円 ＋3,190円

支払共済金（受取額） 208,333円 300,000円 500,000円 650,000円

特約なしとの差額 0円 ＋91,667円 ＋291,667円 ＋441,667円
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保
管
中
農
産
物
補
償
共
済

◆補償金額とタイプ別共済金額

※共済事故により損害額が１万円を超えた場合に、実損害額を共済金としてお支払いします。
　地震の場合は実損害額の30％をお支払いします

　ご加入者の利便性の向上と環境保護の一環として、
インターネットを利用した「Ｗｅｂ約款」を導入しまし
た。ホームページで、建物・農機具共済の約款の内容
を確認できます。
　書面での約款を希望する方は、お近くの支所までご
連絡ください。

約款の内容を確認
したい方はＮＯＳＡＩ
秋田のホームページを
チェック

大
切
な
農
産
物
を
守
り
ま
す

◆
補
償
対
象

　
農
作
物
共
済
、
畑
作
物
共
済
、

果
樹
共
済
に
加
入
し
て
い
る
品
目

の
う
ち
、
加
入
者
が
選
択
し
た
農

産
物
に
限
り
ま
す
。
た
だ
し
、
他

人
か
ら
預
か
っ
た
農
産
物
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

◆
補
償
と
な
る
事
故

　
保
管
中
は
、
水
害
や
風
害
、
雪

害
、
火
災
・
落
雷
、
地
震
、
破

裂
・
爆
発
、
物
体
の
落
下
・
衝

突
、
給
排
水
設
備
の
事
故
に
よ
る

水
漏
れ
、
盗
難
に
よ
る
盗
取
な
ど

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
運
送
中
は
、
火
災
、
破
裂
・
爆

発
、
衝
突
、
墜
落
、
転
覆
（
荷
崩

れ
を
除
く
）
が
対
象
で
す
。

◆
補
償
範
囲

　
収
穫
後
、
農
作
業
場
や
倉
庫
な

ど
に
保
管
中
の
事
故
の
ほ
か
、
保

管
場
所
や
出
荷
先
へ
の
運
送
中
に

生
じ
た
偶
然
の
事
故
に
よ
る
損
害

も
補
償
し
ま
す
。
た
だ
し
、
運
送

業
者
に
よ
る
運
送
中
の
事
故
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
補
償
期
間

　
収
穫
後
に
一
時
的
に
保
管
す
る

期
間
を
補
償
す
る
Ａ
タ
イ
プ
（
連

続
し
た
１
２
０
日
間
）
と
、
年

間
を
通
し
て
補
償
す
る
Ｂ
タ
イ

プ
（
１
年
間
）
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。
１
品
目
１
口
あ
た
り

１
０
０
万
円
を
補
償
し
ま
す
。

加入口数 補償金額

共　済　掛　金

Ａタイプ　一時保管向け�
補償期間：連続120日間

Ｂタイプ　通年保管向け
補償期間：１年間

１口 100万円 2,500円 6,500円

３口 300万円 7,500円 19,500円

Web約款 約款がインターネットで
閲覧できます
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秋
田
音
頭
で
も
歌
わ
れ
、
古
く
か
ら

栽
培
し
て
い
た
と
さ
れ
る
「
秋
田
ふ

き
」。
全
長
１
～
２
㍍
で
、
葉
の
直
径

は
１
㍍
を
超
え
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で

す
。
江
戸
時
代
に
秋
田
藩
主
の
佐
竹
氏

が
、
傘
代
わ
り
に
な
る
ほ
ど
の
大
き
さ

が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
江
戸
に

運
び
、
全
国
的
に
名
が
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

秋
田
市
仁
井
田
の
佐
藤
政
男
さ
ん

（
88
）
は
、
昭
和
20
年
こ
ろ
か
ら
秋
田

ふ
き
を
栽
培
。
現
在
は
約
14
坪
の
畑
を

手
が
け
て
い
ま
す
。
栽
培
を
始
め
た
当

時
は
、
周
辺
に
30
戸
ほ
ど
い
た
農
家

も
、
２
戸
ま
で
減
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
佐
藤
さ
ん
は
「
見
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
人
が
増
え
て
き
て
寂
し
い
」
と

話
し
ま
す
。

　
秋
田
ふ
き
は
、
長
期
間
植
え
続
け
る

と
、
茎
が
細
く
な
り
根
が
横
に
伸
び
て

し
ま
う
た
め
、
４
～
５
年
で
植
え
替
え

が
必
要
で
す
。
植
え
替
え
た
株
の
脇
芽

が
新
た
な
株
に
な
り
、
成
長
し
て
フ
キ

に
な
り
ま
す
。
掘
っ
た
株
を
１
坪
当
た

り
10
～
15
株
ず
つ
、
30
㌢
間
隔
で
植
え

替
え
る
こ
と
で
葉
が
大
き
く
育
ち
ま

す
。

　
肥
料
は
春
の
芽
が
出
始
め
た
こ
ろ
に

１
回
、
１
カ
月
後
に
も
う
１
回
播
き
ま

す
。
フ
キ
が
雑
草
に
負
け
な
い
よ
う
、

Vol.19 秋田ふきVol.19 秋田ふき

伝統を絶やさず
　　　　普及拡大に期待

秋田市仁井田　佐藤　政男さん
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特産を共に守る

除
草
作
業
は
入
念
に
行
う
佐
藤
さ
ん
。

「
水
分
が
不
足
す
る
と
、
ぐ
っ
た
り
し

茎
が
曲
が
っ
て
し
ま
う
た
め
、
状
態
を

見
て
水
や
り
は
欠
か
さ
ず
行
う
」
と
説

明
し
ま
す
。

　
風
で
葉
が
こ
す
れ
傷
ん
だ
り
、
茎
が

赤
く
な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
囲
い
を

し
、
６
月
上
旬
こ
ろ
に
収
穫
し
ま
す
。

ほ
か
に
も
フ
キ
を
栽
培
し
て
い
る
地
域

は
あ
り
ま
す
が
、
仁
井
田
地
区
は
茎
の

穴
が
小
さ
く
実
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。

　
県
内
外
か
ら
、
株
を
欲
し
い
と
何
人

も
訪
ね
て
き
ま
し
た
が
、
大
き
く
育
っ

た
人
は
い
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
２
～
３
株
で
は
大
き
く
育
た
な
い
。

あ
る
程
度
密
集
し
て
栽
培
し
な
く
て

は
」
と
佐
藤
さ
ん
。

　
茎
は
砂
糖
漬
け
や
煮
物
な
ど
に
し
、

葉
は
パ
ウ
ダ
ー
に
し
て
、
飴
や
お
菓
子

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
加
工
に
手
間
が
か
か
り
販
路
は
限

定
的
で
す
。
「
新
た
な
販
路
を
開
拓
で

き
れ
ば
、
需
要
は
伸
び
て
い
く
の
で
は

な
い
か
」
と
考
え
ま
す
。

　

長
い
伝
統
を
持
つ
秋
田
ふ
き
で
す

が
、
引
き
継
い
で
く
れ
る
人
が
い
な
い

の
が
現
状
だ
と
い
い
ま
す
。
「
県
や
市

な
ど
の
支
援
が
な
け
れ
ば
続
け
て
い
く

の
は
難
し
い
が
、
元
気
な
う
ち
は
栽
培

に
励
み
た
い
。
昔
の
よ
う
に
秋
田
ふ
き

を
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
栽
培
す
る
風
景

が
見
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と
期
待
し

ま
す
。

■
16
頁
に
関
連
記
事

▲�防風のために畑を囲い、葉の傷みや茎の赤みを軽減しています。そのおかげ
で葉も茎も、鮮やかな緑色の秋田ふきが育ちました

▲�茎には空洞があり、断面はアル
ファベットの「Ａ」のように見
えます

▲�秋田ふきの葉を乾燥させ、粉末はお菓子や
麺などに練りこみ、刻んだ茶葉はティー
バッグにするなどして商品化しています

▲�令和７年６月２日撮影時。およそ１カ月で高さ
は30㌢ほど伸びました

▲�令和７年４月28日撮影時

　政男さんが育てた秋田ふきの葉を
使った加工品を開発し、約20年前か
ら販売しています。政男さんは丁寧な
栽培を心がけていて、細部まで管理が
行き届いています。
　これまで秋田ふきや加工品がさまざ
まなメディアで紹介されてきました。
栽培農家が減ってきていますが、ふき
粉会としても伝統野菜である秋田ふき
の魅力を絶やすことなく伝えていけた
らと思っています。

秋田ふき粉会
代表　佐藤　郁子 さん
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水
稲
58
・
５
㌶
や
大
豆
19
・
９
㌶
、

エ
ダ
マ
メ
３
・
１
㌶
な
ど
を
栽
培
す

る
大
仙
市
太
田
町
斉
内
の
農
事
組
合

法
人
新
興
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
（
細
川
良り
ょ
う

喜き

代
表
理
事
）。
食
品
加
工
を
行
う

「
加
工
部
」
で
は
、
乾
燥
野
菜
や
乾

燥
シ
イ
タ
ケ
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

加
工
部
は
安
達
美
保
さ
ん
（
71
）

が
代
表
を
務
め
、
部
員
は
４
人
。
ダ

イ
コ
ン
の
切
り
干
し
加
工
は
降
霜
後

の
11
月
後
半
か
ら
開
始
し
、
翌
年
３

月
ま
で
行
い
ま
す
。
品
種
は
「
本も
と

宮み
や

」
で
、
昨
年
度
は
１
・
２
㌧
を
加

工
し
ま
し
た
。

豆
や
麹
を
研
究
し
、
現
在
の
商
品
が

完
成
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

一
般
的
な
み
そ
に
比
べ
て
麹
を
多

く
取
り
入
れ
、
大
豆
に
対
し
約
３
倍

の
米
麹
を
使
用
。
甘
み
が
あ
り
、
味

わ
い
深
く
仕
上
が
り
ま
す
。
４
０
０

㌘
入
り
で
同
市
内
の
ス
ー
パ
ー
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

多
賀
糸
所
長
は
「
ま
ず
は
地
元
の

方
々
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
発
酵

食
文
化
を
継
承
し
て
い
き
た
い
。
ゆ

く
ゆ
く
は
海
外
へ
の
販
売
も
併
せ
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
み
た
い
」
と
意

気
込
み
ま
す
。

　

シ
イ
タ
ケ
の
加
工
は
３
月
末
か
ら

４
月
に
か
け
、
生
食
用
の
収
穫
を
終

え
て
か
ら
取
り
か
か
り
ま
す
。
軸
を

ハ
サ
ミ
で
切
り
落
と
し
、
ス
ラ
イ

サ
ー
へ
投
入
。
６
㍉
に
ス
ラ
イ
ス

後
、
ト
レ
イ
に
並
べ
乾
燥
機
に
か
け

ま
す
。

　

「
ス
ラ
イ
ス
直
後
は
、
水
分
で
断

面
同
士
が
貼
り
つ
い
て
し
ま
う
。
乾

燥
の
妨
げ
に
な
る
の
で
１
枚
ず
つ
剥

が
し
て
均
一
に
並
べ
る
」
と
説
明
し

ま
す
。
45
度
で
10
時
間
熱
風
を
当
て

乾
燥
。
保
存
料
な
ど
の
添
加
物
は
使

用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

安
達
代
表
は
「
法
人
創
設
時
か
ら

の
部
員
で
年
齢
的
な
心
配
も
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
加
工
品
を
作
り
続

け
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

よ
こ
て
発
酵
文
化
研
究
所

新
興
エ
コ
フ
ァ
ー
ム

特
許
取
得
の
み
そ

　
　

発
酵
食
の
発
展
と
継
承
へ

自
社
産
農
産
物
を

　
　

乾
燥
加
工
で
付
加
価
値

大
仙
市

横
手
市

▲�「みそを食べてもらい健康増進に
寄与したい」と多賀糸所長

▲�商品を手に安達代表㊧と部員

▲��乾燥機にかけるため、シイタ
ケを均一に敷き詰めます

▲��熟成味噌ディフェンシンは酒精添加や熱処理
を行わない生みそ

　

横
手
市
内
の
市
民
団
体
「
よ
こ
て

発
酵
文
化
研
究
所
」
。
同
研
究
所
内

の
組
織
で
、
麹こ
う
じ店
の
４
会
員
で
設
立

し
た
「
発
酵
の
ま
ち
横
手
Ｆ
Ｔ
事
業

協
同
組
合
」
で
は
、
抗
菌
ペ
プ
チ
ド

含
有
の
み
そ
「
熟
成
味み

そ噌
デ
ィ
フ
ェ

ン
シ
ン
」
を
製
造
。
「
ヒ
ト
β
デ
ィ

フ
ェ
ン
シ
ン
２
誘
導
味
噌
」
と
し
て

特
許
庁
に
申
請
し
、
令
和
５
年
９
月

に
特
許
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

特
許
の
発
明
者
で
同
研
究
所
の
多た

賀が

糸い
と

敏
雄
所
長
（
81
）
は
「
横
手
の

み
そ
の
効
能
を
専
門
家
に
検
査
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
免
疫
力
を
高
め

る
抗
菌
物
質
『
デ
ィ
フ
ェ
ン
シ
ン
』

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
そ
の
効
果
を
最
も
引
き
出
す
大

12



　

黒
毛
和
種
繁
殖
雌
牛
24
頭
を
飼
養

す
る
由
利
本
荘
市
中
帳
の
工
藤
聖
也

さ
ん
（
31
）。
１
年
１
産
達
成
に
向

け
、
子
牛
20
頭
の
育
成
に
汗
を
流
し

ま
す
。

　

農
業
大
学
校
を
卒
業
し
、
畜
産
試

験
場
で
研
修
。
家
畜
人
工
授
精
師
と

家
畜
受
精
卵
移
植
師
の
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。
研
修
修
了
後
、
市
内
の

牧
場
で
働
き
な
が
ら
、
自
ら
の
畜
舎

建
設
に
着
手
。
平
成
30
年
に
独
立
し

ま
し
た
。

　

出
産
時
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、

生
後
３
カ
月
ま
で
は
気
が
抜
け
な
い

　

三
種
町
森
岳
の
か
わ
い
農
場
（
昭

和
47
年
創
業
、従
業
員
５
人
）で
は
、

自
家
産
の
豚
を
原
料
と
し
た
ソ
ー

セ
ー
ジ
や
生
ハ
ム
な
ど
の
加
工
品
を

製
造
し
て
い
ま
す
。

　

農
場
の
川
井
博
代
表
（
75
）
の
一

押
し
は
、
１
０
０
㌘
当
た
り
税
込
み

３
８
０
円
の
「
超
あ
ら
び
き
ソ
ー

セ
ー
ジ
」
。
太
さ
10
㍉
の
ひ
き
肉
を

使
う
、
つ
な
ぎ
な
し
の
腸
詰
め
で

す
。
大
ぶ
り
な
ひ
き
肉
の
食
感
を
楽

し
め
ま
す
。

　

原
料
は
「
中
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
」
種

の
交
雑
種
。
加
工
や
精
肉
用
で
年
間

約
４
５
０
頭
を
生
産
し
ま
す
。
川
井

と
い
い
ま
す
。
「
分ぶ
ん

娩べ
ん

事
故
や
子
牛

の
発
育
不
良
な
ど
、
痛
い
目
に
何
度

も
遭
っ
た
。
命
を
育
て
る
使
命
感
を

背
負
い
、
過
ち
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う

肝
に
銘
じ
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

冬
場
は
免
疫
力
低
下
を
避
け
る
た

め
、
子
牛
に
牛
衣
を
着
せ
、
ス
ト
ー

ブ
な
ど
で
保
温
に
努
め
ま
す
。

　

工
藤
さ
ん
は
「
最
大
の
喜
び
は
出

荷
し
た
牛
が
高
評
価
を
受
け
る
こ
と

で
、
や
り
が
い
も
あ
る
。
い
ず
れ
は

自
身
の
生
産
牛
に
注
目
し
て
も
ら
え

る
よ
う
目
標
を
高
く
掲
げ
、
ま
い
進

し
た
い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

工
藤　

聖せ
い

也や  

さ
ん

和
牛
１
年
１
産
へ
注
力

中
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
の

　
　
　
　
　
　

ソ
ー
セ
ー
ジ

由
利
本
荘
市

三
種
町

代
表
は
「
産
子
数
が
少
な
く
飼
養
期

間
が
長
い
な
ど
生
産
効
率
が
悪
い
た

め
数
が
減
っ
た
品
種
だ
が
、
濃
い
肉

の
う
ま
み
と
脂
の
甘
さ
が
魅
力
」
と

話
し
ま
す
。

　

店
舗
で
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ハ
ム
や
ベ
ー
コ
ン
も
販
売
。
農
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
直
売
所
「
じ
ゅ
ん

さ
い
の
館
」
で
購
入
可
能
で
す
。

　

川
井
代
表
は
「
生
産
か
ら
販
売
ま

で
一
貫
し
て
行
う
こ
と
は
、
や
り
が

い
を
感
じ
る
。
今
後
も
お
い
し
い
豚

肉
を
提
供
し
た
い
」
と
張
り
切
り
ま

す
。

か
わ
い
農
場

▲
�「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
し
た
食
感
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」と
川
井
代
表

住　所：三種町森岳街道西38
T E L：０１８５・８３・２０７６
営業時間：午前９時～午後６時
定休日：月曜日

▲
�

真
空
パ
ッ
ク
の
ま
ま
湯
煎
し
て

か
ら
軽
く
炒
め
る
の
が
お
勧

め
の
食
べ
方

読者
プレゼント
詳しくは14頁を
ご覧ください。

▲�「技術を磨き、人工授精も手がけたい」と
　�工藤さん
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うとする年の３月15日までに「所得税の青色
申告承認申請書」を所轄の税務署長に提出する
必要があります。
　青色申告の特典の一つである「青色申告特別
控除」は、１年間の取引を記録した帳簿を基に
貸借対照表・損益計算書などの「青色申告決算
書」を作成し、所得税の確定申告書に添付して
申告期限までに提出すると、その年の事業所得
などの金額から最高55万円（ｅ-Ｔａｘで申告
した場合などは最高65万円）を控除できます。
　青色申告の特典や、帳簿の記帳などについて
は、国税庁ホームページに詳しい資料を掲載し
ているほか、YouTube「国税庁動画チャンネル」
に解説動画を公開しています。

　このほか、国税相談専用ダイヤル（０５７０
－００－５９０１）にお尋ねいただくか、お近
くの税務署へご相談、お問い合わせください。
� （秋田南税務署）

　
羽
後
町
の
株
式
会
社
後
藤
建
設
に
勤

め
て
５
年
目
で
す
。
建
設
に
加
え
、
解

体
工
事
や
冬
季
に
は
除
雪
も
行
う
会
社

で
す
。

　
作
業
日
報
の
作
成
を
主
に
担
当
し
て

い
ま
す
。
入
社
当
初
は
不
安
で
し
た

が
、
今
で
は
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
新
し
い

仕
事
を
覚
え
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

　
都
内
の
ア
パ
レ
ル
系
企
業
で
働
い
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う

な
仕
事
が
で
き
ず
、
帰
郷
し
ま
し
た
。

地
元
は
穏
や
か
で
、
近
所
の
人
た
ち
か

ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
と
て
も
安
心
し

た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
一
番
の
楽

し
み
は
、
再
会
し
た
友
人
た
ち
と
休
日

に
遊
べ
る
こ
と
で
す
。

知っトク

税の話

池部　七美さん（23）
～ 湯沢市 ～

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

青色申告について
Ｑ　私は、個人で農業を営んでいます。友人に
「青色申告にした方がいいよ」と勧められまし
たが、青色申告とはどういうものですか。
Ａ　青色申告は、事業所得（農業を含みます）
や不動産所得を生ずべき事業を営む方が、日々
の取引を正規の簿記の原則（一般的には複式簿
記）により記帳します。記帳に基づいて申告を
行うことで、所得税の計算上さまざまな特典が
受けられる制度です。
　青色申告を始めるには、原則青色申告をしよ

①クイズの答え
②7月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望など（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
企
画
情
報
課

85

【応募締切】
令和７年７月18日（金）消印有効

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただ
きます。前号の答えは「ハクサイ」でした。

　組合ホームページからも
応募できます。必要事項と、

「ご用件」欄に①答え②感
想や要望③年齢を入力の
上、送信してください。

　　秋田ふきの葉は、直径何㍍を超
える大きさでしょう。（10頁参照）。正
解者の中から抽選で６人の方に、13
頁で紹介した「ソーセージの詰め合わ
せ」をプレゼントします。

穏
や
か
な
地
元
で

　
　
　
充
実
の
日
々
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NOSAIへの
お問い合わせは

由 利 支 所  TEL 0184-24-3301
仙 北 支 所  TEL 0187-63-1066
横手市支所  TEL 0182-32-4150
雄 勝 支 所  TEL 0183-73-7131

本 　 　 所  TEL 018-884-5222
北 鹿 支 所  TEL 0186-23-7401
北秋田山本支所  TEL 0185-54-5540
中 央 支 所  TEL 018-865-1701

　
営
農
計
画
（
品
目
や
作
付
面
積
な

ど
）
の
変
更
や
、
事
故
が
発
生
し
た

と
き
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
営
農

計
画
の
変
更
通
知
は
作
付
け
後
１
カ

月
以
内
、
事
故
発
生
通
知
は
遅
滞
な

く
お
近
く
の
支
所
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
通
知
を
怠
っ
た
場
合

は
、
保
険
金
等
の
支
払
い
が
免
責
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
伝
染
性
疾
病
の
発
生
予
防
と
病
傷

事
故
低
減
の
た
め
、
家
畜
共
済
加
入

者
を
対
象
に
畜
舎
消
毒
用
煙
霧
機

（
３
台
）
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
薬
剤
な
ど
の
購
入
は
利
用
者

負
担
で
す
。
詳
細
は
お
近
く
の
支
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
数
に

限
り
が
あ
る
た
め
、
ご
希
望
の
日
程

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
８
月
13
日
か
ら
15
日
は
閉
館
し
ま

す
。
閉
館
中
の
事
故
連
絡
先
や
対
応

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
お
近
く
の
支

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
牛
や
豚
な
ど
の
産
業
動
物
の
診
療

業
務
を
行
う
診
療
職
職
員
（
獣
医

師
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
組
合
で
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日

採
用
予
定
の
一
般
職
職
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
採
用
予
定
人
員　
５
人
程
度

◆
勤
務
地　
各
事
業
所
の
い
ず
れ
か

に
勤
務
し
、
転
勤
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
（
秋
田
市
・
北
秋
田
市
・
大
仙

市
）

◆
試
験
日
お
よ
び
試
験
方
法

一
次
試
験
（
適
性
試
験
（
Ｓ
Ｐ
Ｉ

３
）
と
作
文
）：
９
月
30
日
（
火
）

二
次
試
験（
面
接
）：
10
月
17
日（
金
）

◆
試
験
会
場

秋
田
県
農
業
共
済
会
館

（
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50
号
）

◆
募
集
期
間

　
７
月
１
日
（
火
）
か
ら
９
月
12
日

（
金
）
ま
で
。
詳
し

い
内
容
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
令
和
７
年
５
月
31
日
付
け
で
職
員

が
退
職
し
ま
し
た
。

県
南
家
畜
診
療
所　
主
任　
椿　
馨

　

今
年
度
も
損
害
防
止
事
業
と
し

て
、
産
業
用
無
人
航
空
機
の
購
入
費

用
と
ド
ロ
ー
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
資

格
を
取
得
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
詳
細
は
お
近
く
の
支
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
要
領
や

様
式
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
掛
金
納
入
の
お
知
ら
せ
を
個
別
に

発
送
し
て
い
ま
す
が
、
左
記
の
期
限

を
過
ぎ
て
か
ら
の
納
入
は
、
共
済
関

係
が
解
除
さ
れ
、
補
償
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
稲
共
済
７
月
31
日
（
木
）

大
豆
共
済
７
月
22
日
（
火
）

●フクタチの生育について初めて知
りました。� （大館市・渡部さん）

●表紙の3兄妹とてもかわいいです。
空手をやっていることもステキです。
� （八郎潟町・小野さん）

●建物共済地震共済掛金等控除証明
書を、確定申告までに間に合うよう
に送ることはできないかと問い合わ
せたところ、すぐに理由と対応につ
いて連絡をいただきました。ありが
とうございました。
� （美郷町・森川さん）

●クリの渋皮でお茶ができることを
知り、びっくりしました。
� （横手市・柴田さん）

からの
お知らせ

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や

ド
ロ
ー
ン
を
購
入
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

水
稲
共
済
・
大
豆
共
済
掛
金
の

納
入
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

獣
医
師
を
募
集
し
て
い
ま
す

一
般
職
員
を
採
用
し
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

前号にお寄せいただいた
　　　お便りの一部をご紹介します。

お便りありがとうお便りありがとう
ございまございますす

収
入
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

畜
舎
消
毒
機
を

　
　
　
貸
し
出
し
て
い
ま
す

お
盆
期
間
は
閉
館
し
ま
す
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◆
発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号

　
　
　
◆
電
話
／
018－884－5222

7
2025
vol.31

 材料 
秋田ふき（太め）１本、鶏ひき肉200g、塩
ひとつまみ、サラダ油適量、醤油50cc、
みりん20cc、砂糖30g、調理酒20cc

 つくり方 
①�秋田ふきは熱湯で5分ほど茹でて水
にさらして皮を剥き、１cmほどの輪
切りにする。※今回調理した秋田ふ
きは細かったため、２cmに輪切りし
た

②�鶏ひき肉に塩ひとつまみを加えてこ
ね、①のフキの輪の中に詰めていく

③�フライパンにサラダ油をひいて②を
並べて両面しっかり焼き色をつけ
る。調味料を全て加えて煮詰めて、
タレにとろみがついてきたらよくか
らめて完成

 材料 
秋田ふき１本、干しエビ10g、ごま油適
量、タカノツメ１本、醤油20cc、塩５g、
炒りごま適量

 つくり方 
①�秋田ふきは熱湯で5分ほど茹でて水
にさらして皮を剥き、ななめ薄切りに
する

②�フライパンにごま油、みじん切りにし
たタカノツメを入れ火にかけ、①を加
えて炒る。干しエビ、醤油、塩を加え
て味をからませ、最後に炒りごまを散
らして完成

 材料 
秋田ふき１本、シイタケ３個、ニンジン１
本、おから300g、かつお出汁300cc、
塩５g、醤油30cc、みりん30cc

 つくり方 
①�秋田ふきは熱湯で５分ほど茹でて水
にさらして皮を剥き、ななめ薄切りに
する。シイタケも薄切り、ニンジンは
千切りにする

②�おから、かつお出汁、調味料を鍋に入
れ火にかける。焦げ付かないようか
き混ぜ、沸いてきたら①を加え混ぜ
ながら３～４分ほど加熱する。火を止
め冷まして味がなじんだら完成

秋田ふきの
肉詰め照り焼き 秋田ふきのきんぴら 秋田ふきのおから煮

■10頁に関連記事をお届け

秋田の特産
品で

その19

んめ！

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

●秋田年金事務所

●

●隠家あわい

隠家あわい
店主　冨岡 　誠 さん

　秋田の旬の食材を使った料理
を提供する小料理店「隠家あわ
い」店主。「あきた郷土作物研
究会」会員

秋田市高陽幸町５–15
☎018–823–3251

営業時間／
　17：30～22：30
　※昼は要予約

定休日／日曜日

監
修

秋田ふき

　江戸時代から栽培され
ている大きなフキ。特有
のほろ苦い風味とみずみ
ずしさがあり、茎の部分
は砂糖漬けや佃煮などに
加工されることが多いで
す。
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